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〔話題〕 国立大学の医師国家試験合格率について
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最近，医師冨家試験の合務者が発表される度に，マス 表1.昭和55-57年，春の国家試験に
コミ泣受験者数の増加，合諮率の低下，国試浪人の増加 おける各自立大の平埼成譲
を報じている。私立医大にとっては，国試合格率の高低 (大学名|区分( 地区|合格率叫既卒者率附
田 
は，まさに死活問題であるが，国立大においては合格率
1 
に対する関心の程震は，国試の当事者達(受験生と出題
2 
者)を除けば，あまり高いとは考えられない。これは， 3 
一般的には国立大の合諮率が悲立大のそれに比して高 4 
く，マスコミも国立大の合搭率を問題としたことが会い 5 
為であると思われる。しかし，筆者は過去8年需の冨試 6 
合格率記検討を加えた結果，現在匡立大の障にも大きな 7 
格差が生じつつあヲ，一部の大学は危機的な状態に路っ 8 
ていることを認めた1，2)。本稿では， あま予知られてい 9 
ない国立大学の実害を紹介したい。 10 
国立大関で合格率に有意な差が認められるようになっ 11 
12 
たのは，昭和53年項からであり，最近の 3年間でその格
13 
差は急速に拡大した叱表 1は，退去 3国の春の国試に 14 
おける各大学の合格率を通算し，合落率の高いものから 15 
16もの揺があ予，30%震に並べたものである。合格率には)1
8校が90弘以上であるのに対し， 7校が80%以下の合格 17 
率を示している。上位に新設大が多く，下位に山陰，山 18 
陽，西国，九州地区の大学が多く，又，大学受験時には 19 
最も能力の高い受験生を集めているはずの13帝大が，必 20 
電ずしも最長の成績を収めていないことは，興味深い。既 21
卒者率は，国試受験者中，既卒受験者の占める割合であ 22 
り，各大学がどの翠度の霞試浪人生をかかえているかを 23 
24 
示している。薪設大では，いまだ卒業生数が少なく，国
25 
試譲入の蓄積する段階に達していないが，既設大では， 26 
5校が15%以上の高い既卒者率を示している。高，既卒 27 
者率と合格率の間;こは強い逆梧関〈主=-0.81)が認めら 28 
れる。 29 
一殻に， 3年以上の浪人生活を経て入学した者は，現 30 
役で入学した者に比して，卒業持の学力が劣る額向があ 31 
安門 又，在学中に留年を経験した者の国試合格率は， 32 
奮年を経験していない者のそれに比して有意に低いこと 33 
が知られている1，3)0 全入学者中， 三浪以上の者の占め 34 
る割合と，全在学生中，留年を経験した者の割合とを算 35 
36 
出し，それぞれ合務率との相関を調べると，既設大 (25
校)では，中程度 (r=-0.48，r=-0.37)の逆相関が
認められるが，新設大 (11校)で、は，梧関麗係は明らか
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で、はなかった。薪設大では，涯学教育カリキュラムの岳
密度が高く，大学問の教育効率にも大きな差があると考
えられ，これがより大きく合落率に反挟されているもの
と推測される。
現行の冨試に関して辻改善すべき点は多々あるが，冨
試合務率は各大学のある一面におけるパフオ}マンス
を，かな習鋭く計測しているのではないかと筆者は感じ
ている。私立大に比して，よ予容易に賓の高い学生を集
め得る国立大において，なぜこのような大きな合格率格
彰
差が生ずるのか，今後十分に検討されるべきであろう。
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